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「
士
農
工
商
」
に
は
序
列
な
し増

山

雄

三

江

戸

時

代

の

身

分

は

、

「

上

見

て

暮

ら

す

な

、

下

見

て

暮

ら

せ

」

の

よ

う

に

、

最

初

か

ら

差

別

政

策

を

目

的

に

し

た

も

の

で

な

く

、

基

本

的

に

は

住

む

場

所

に

よ

っ

て

決

め

ら

れ

、

城

下

町

の

武

家

屋

敷

に

住

ん

で

い

る

人

々

は

「

武

士

身

分

」
、

町

人

町

に

住

ん

で

い

る

人

々

は

「

町

人

身

分

」
、

そ

れ

に

、

村

に

住

ん

で

い

る

人

々

は

「

百

姓

身

分

」

と

さ

れ

て

い

た

。

そ

れ

以

外

の

身

分

と

し

て

は

、

「

天

皇

や

公

家

」

と

「

僧

侶

に

神

官

」

の

ほ

か

、

「

百

姓

や

町

人

と

は

異

な

る

身

分

」

も

あ

り

、

そ

れ

は

、

江

戸

幕

府

の

支

配

体

制

を

確

固

た

る

も

の

に

す

る

事

で

あ

り

、

こ

の

ほ

か

、

大

名

統

制

や

鎖

国

政

策

、

そ

れ

に

キ

リ

ス

ト

教

の

禁

止

な

ど

、

同

じ

目

的

で

行

な

っ

た

。

そ

し

て

、

こ

の

時

代

は

武

士

が

支

配

階

級

を

な

し

て

、

食

料

を

生

産

す

る

農

民

は

、

銭

を

扱

う

商

人

よ

り

高

い

身

分

に

位

置

付

け

ら

れ

た

が

、

近

年

、

教

科
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書

か

ら

「

士

農

工

商

」

と

い

う

表

現

が

減

り

、

武

士

が

都

合

よ

く

支

配

す

る

た

め

に

、

こ

の

よ

う

な

身

分

を

作

っ

た

、

と

い

う

説

明

も

聞

か

な

く

な

っ

た

。

こ

の

士

農

工

商

と

は

、

「

国

中

の

全

て

の

人

々
」

と

い

う

儒

学

的

表

現

だ

が

、

元

々

は

、

中

国

の

春

秋

戦

国

時

代

（

諸

氏

百

家

）

に

お

け

る

民

の

分

類

で

、

例

え

ば

「

菅

子

」

に

は

、

「

士

農

工

商

四

民

、

国

の

礎

」

と

記

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

「

士

」

は

領

域

国

家

の

統

治

に

与

る

知

識

人

や

官

吏

を

さ

し

、

そ

れ

に

加

え

農

業

、

工

業

、

商

業

の

各

職

業

を

並

べ

て

、

民

全

体

を

意

味

す

る

四

字

熟

語

に

な

っ

た

が

、

そ

の

順

序

は

一

定

せ

ず

、

先

の

菅

子

で

は

、

「

農

士

工

商

」

と

か

「

士

商

農

工

」

な

ど

と

、

い

っ

た

り

し

て

い

た

。

ま

た

、

異

説

は

あ

る

も

の

の

、

徒

士

や

足

軽

の

多

く

が

、

武

装

し

た

農

民

か

ら

発

生

し

た

も

の

で

あ

る

た

め

、

「

士

」

と

「

農

」

の

違

い

は

か

な

り

曖

昧

だ

っ

た

が

、

そ

の

転

換

期

は

戦

国

時

代

後

期

で

、

天

正

九

年

（

一

五

八

二

年

）

に

始

ま

っ

た

太

閤

検

地

や

刀

狩

り

に

よ

っ

て

、

流

動

性

の

あ

っ

た

武

士

と

百

姓

が
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分

離

さ

れ

、

そ

の

職

業

（

身

分

）

が

固

定

化

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

こ

の

兵

農

分

離

政

策

は

江

戸

時

代

に

強

化

さ

れ

、

職

業

は

世

襲

制

と

な

っ

た

。

そ

の

概

念

は

、

奈

良

時

代

ま

で

に

は

日

本

に

も

取

り

入

れ

ら

れ

て

、

続

日

本

記

で

は

「

四

民

の

徒

、

お

の

の

そ

の

業

あ

り

」

な

ど

と

記

さ

れ

る

が

、

「

士

」

が

、

い

つ

ご

ろ

武

士

を

意

味

す

る

よ

う

に

な

っ

た

か

は

、

明

確

で

な

い

が

、

遅

く

と

も

十

七

世

紀

半

ま

で

に

そ

の

用

法

が

確

立

し

た

と

思

は

れ

、

宮

本

武

蔵

の

五

輪

書

に

も

、

そ

の

表

現

が

用

い

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

辺

り

を

、

「

江

戸

時

代

は

、

国

土

が

大

き

く

町

と

村

に

分

れ

、

町

に

住

む

庶

民

は

町

人

、

村

に

住

む

庶

民

は

百

姓

で

基

本

的

に

は

同

格

だ

っ

た

と

言

っ

て

よ

い

」

と

渡

辺

一

橋

大

教

授

は

い

い

、

武

士

が

支

配

階

級

だ

っ

た

と

い

う

、

単

純

な

上

下

関

係

だ

け

で

は

な

か

っ

た

、

と

い

う

こ

と

も

分

っ

て

き

た

。

更

に

渡

辺

教

授

は

、

「

士

農

工

商

は

、

家

を

単

位

に

国

家

に

納

め

る

『

役

』

の

違

い

で

、

国

家

に

対

す

る

『

役

と

言

う

意

味

で

は

平

等

だ

っ

た

」

と

話

し

、

武

士

は

軍

事

や

行

政

で

国

家

に

奉

仕

し

、

農

民

は

食
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糧

を

生

産

し

、

職

人

は

物

を

作

り

、

商

人

も

流

通

を

担

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

し

て

、

「

名

字

帯

刀

」

は

武

士

の

特

権

と

さ

れ

る

が

、

公

に

名

乗

り

は

し

な

か

っ

た

も

の

の

、

農

民

も

名

字

を

持

っ

て

い

た

事

も

わ

か

っ

て

い

て

、

「

切

捨

御

免

」

に

し

て

も

、

そ

れ

を

行

な

っ

た

武

士

に

、

相

手

の

非

を

証

明

す

る

義

務

が

あ

っ

た

。

こ

の

よ

う

に

、

武

士

は

形

式

上

に

は

政

治

を

独

占

し

て

い

た

が

、

政

策

実

行

の

過

程

で

は

世

論

に

気

を

使

い

、

百

姓

か

ら

意

見

を

求

め

る

事

も

あ

り

、

秀

吉

が

「

惣

無

事

令

」

を

だ

し

、

戦

国

大

名

に

停

戦

を

命

じ

て

以

来

、

武

士

は

自

力

救

済

に

武

力

を

使

え

な

く

な

り

、

中

世

の

強

い

私

権

を

も

っ

た

武

士

と

は

、

江

戸

時

代

は

大

き

く

性

格

が

変

っ

て

い

た

。

ま

た

身

分

の

垣

根

も

、

一

定

の

柔

軟

さ

が

あ

っ

た

よ

う

で

、

農

業

の

知

識

を

農

政

に

生

か

す

た

め

、

武

士

に

登

用

さ

れ

た

農

民

も

い

れ

ば

、

浄

瑠

璃

作

者

の

近

松

門

左

衛

門

の

よ

う

に

、

武

士

の

家

に

生

ま

れ

な

が

ら

、

芸

能

者

と

し

て

生

き

た

例

も

あ

る

。

百

姓

の

跡

取

り

以

外

は

、

町

に

出

て

商

工

業

に

就
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く

事

も

あ

り

、

「
『

家

』

は

身

分

で

固

定

さ

れ

て

い

て

も

、

個

人

は

渡

り

歩

く

事

が

可

能

で

、

上

下

関

係

ば

か

り

厳

し

く

て

は

社

会

が

持

た

な

い

。

江

戸

時

代

が

二

六

五

年

も

続

い

た

理

由

の

一

つ

は

、

緩

や

か

さ

が

あ

っ

た

」

と

、

渡

辺

教

授

は

い

う

。

一

方

で

は

、

幕

府

や

大

名

の

支

配

の

も

と

で

、

死

牛

馬

の

処

理

や

行

刑

役

を

強

い

ら

れ

て

、

穢

多

（

え

た

）

の

蔑

称

で

呼

ば

れ

、

厳

し

い

差

別

を

受

け

て

い

た

人

々

が

い

た

が

、

彼

ら

は

非

人

と

も

呼

ば

れ

村

や

町

の

番

人

の

ほ

か

、

芸

能

や

掃

除

に

物

乞

い

な

ど

を

さ

せ

ら

れ

、

蔑

視

の

対

照

に

な

っ

て

い

た

。

そ

れ

で

も

、

江

戸

幕

府

が

滅

び

、

新

政

府

が

発

足

し

た

後

の

、

明

治

四

年

（

一

八

七

四

年

）

に

、

穢

多

や

非

人

な

ど

の

呼

び

名

を

廃

止

し

た

「

解

放

令

」

で

も

、

「

四

民

平

等

」

は

達

成

す

る

こ

と

が

で

き

ず

、

そ

れ

以

降

も

こ

の

差

別

は

続

い

た

。

先

ほ

ど

説

明

し

た

よ

う

に

、

も

と

も

と

士

農

工

商

は

中

國

古

典

に

由

来

し

た

も

の

で

、

例

え

ば

、

「

漢

書

食

貨

志

」

に

「

士

農

工

商

、

四

民

業

有

り

」

と

記

さ

れ

る

な

ど

、

国

を

支

え

る

民

の

分

業

を

表

す

と

い
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う

、

ニ

ュ

ア

ン

ス

が

強

か

っ

た

。

そ

れ

で

も

、

江

戸

時

代

に

、

「

食

料

を

生

産

す

る

農

民

は

貴

い

存

在

」

で

あ

る

、

と

い

う

話

の

文

脈

で

使

わ

れ

る

事

は

あ

っ

た

が

、

百

姓

と

町

民

が

基

本

的

に

同

格

だ

っ

た

、

と

い

う

社

会

の

実

態

を

、

必

ず

し

も

反

映

し

て

い

た

訳

で

は

な

い

。

そ

れ

が

、

上

下

の

序

列

の

意

味

合

い

で

、

用

い

ら

れ

る

事

が

増

え

て

い

っ

た

の

は

、

明

治

に

な

っ

て

、

旧

体

制

の

否

定

的

な

意

味

も

を

込

め

て

、

「

四

民

平

等

」

と

い

う

事

が

、

わ

ざ

わ

ざ

強

調

さ

れ

て

い

っ

た

か

ら

だ

、

と

い

わ

れ

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

年

貢

の

重

圧

も

あ

っ

て

、

食

う

や

食

わ

ず

の

生

活

を

送

っ

て

い

た

の

で

、

一

揆

を

起

こ

し

て

政

府

か

ら

弾

圧

さ

れ

た

と

い

う

、

そ

ん

な

「

悲

惨

な

百

姓

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

も

、

い

さ

さ

か

実

情

と

は

異

な

る

と

い

う

事

が

分

っ

て

き

た

。

先

の

渡

辺

教

授

に

よ

る

と

、

武

士

は

農

政

の

政

策

決

定

で

、

百

姓

の

世

論

に

配

慮

し

、

実

際

の

運

用

は

、

ど

う

や

ら

村

に

任

せ

る

、

と

い

う

場

合

が

か

な

り

多

か

っ

た

と

い

う

。
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江

戸

の

百

姓

は

農

民

だ

け

で

な

く

、

漁

村

で

は

漁

民

、

山

村

で

は

樵

な

ど

も

含

ま

れ

、

生

産

形

態

は

多

様

だ

っ

た

が

、

農

民

の

多

く

は

兼

業

農

家

で

、

織

物

を

織

っ

て

売

っ

た

り

、

街

道

沿

い

な

ら

旅

人

の

荷

物

を

運

ん

だ

り

と

様

々

な

収

入

が

あ

り

、

農

業

以

外

は

殆

ど

課

税

さ

れ

な

か

っ

た

。

村

の

中

に

は

、

田

畑

を

持

つ

本

百

姓

と

、

持

た

な

い

水

呑

百

姓

の

経

済

的

格

差

が

あ

り

、

ま

た

旧

家

を

重

ん

じ

、

男

性

が

女

性

よ

り

優

位

に

あ

る

な

ど

の

、

固

定

的

格

差

も

あ

っ

た

が

、

い

ざ

と

い

う

時

に

は

、

そ

の

格

差

を

越

え

て

協

力

し

、

武

士

に

物

申

す

、

と

い

う

力

も

持

っ

て

い

た

。

そ

れ

で

は

、

な

ぜ

虐

げ

ら

れ

た

百

姓

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

流

布

さ

れ

た

の

か

と

い

え

ば

、

「

そ

れ

は

、

明

治

政

府

が

幕

府

を

倒

し

た

と

い

う

、

必

然

的

な

正

当

性

を

ア

ピ

ー

ル

す

る

た

め

、

江

戸

時

代

は

、

庶

民

が

武

士

に

虐

げ

ら

れ

て

い

た

、

ひ

ど

い

時

代

だ

っ

た

の

だ

と

、

広

く

宣

伝

し

た

事

が

大

き

い

」
、

と

先

の

渡

辺

教

授

は

解

説

し

て

く

れ

た

。

令

和

三

年

六

月


